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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端部本体を本体ブロックと、この本体ブロックの先端面を覆う絶縁キャップ
とから構成し、この先端部本体には、その軸線方向に向けて貫通する観察ユニット装着部
を設け、この観察ユニット装着部に観察ユニットを構成する対物光学系を設けた内視鏡の
観察ユニット装着機構において、
　前記本体ブロックには、その先端面から前記観察ユニット装着部の周囲に前記絶縁キャ
ップの厚み寸法以下の円環状突条部を突出させて設け、
　前記絶縁キャップには、前記円環状突条部の端面を覆う段差部を有する挿通孔を形成し
、
　前記対物光学系は、基準レンズ枠に装着した最被写体側に位置する基準レンズ群と、調
整側レンズ枠に装着した前記基準レンズ以外のレンズ群とから構成され、
　前記基準レンズ枠は、観察ユニット装着部の先端側の内周面を小さくすることにより形
成された保持壁に固定的に保持させ、
　前記調整側レンズ枠は、前記観察ユニット装着部に配置されて、前記基準レンズ枠の基
端側に前後方向に移動可能に嵌合させて、前記調整側レンズ枠のレンズ群を前記基準レン
ズ群に対して近接・離間する方向に移動して、最小光路長から最大光路長までの範囲でピ
ント調整可能な構成となし、
　前記最小光路長となる位置は前記調整側レンズ枠の先端が前記観察ユニット装着部の前
記保持壁への移行部からなる段差と当接する位置とする
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構成としたことを特徴とする内視鏡の観察ユニット装着機構。
【請求項２】
　前記基準レンズ枠に装着される基準レンズ群は固定レンズであり、前記調整側レンズ枠
には少なくとも１群からなる可動レンズを装着した可動レンズ枠を光軸方向に移動可能に
装着する構成としたことを特徴とする請求項１記載の内視鏡の観察ユニット装着機構。
【請求項３】
　前記可動レンズは相互に近接・離間する方向に変位可能な２群のレンズ群からなり、こ
れら両可動レンズ群は前記本体ブロックに固定したモータを連結したカム機構により一体
に光軸方向に変位させる構成としたことを特徴とする請求項２記載の内視鏡の観察ユニッ
ト装着機構。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、医療用等として用いられる内視鏡において、観察部を構成する対物光学系を備
えた観察ユニットを挿入部の先端に装着する観察ユニット装着機構に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
医療用等として用いられる内視鏡は、一般に、術者が手で把持して操作する本体操作部に
体腔内への挿入部及び光源装置等に着脱可能に接続されるユニバーサルコードを連設して
設けることにより大略構成される。挿入部は、その構造及び機能上、先端側から先端部本
体，アングル部及び軟性部から構成され、軟性部は本体操作部への連設部側から大半の長
さを有するもので、挿入経路に沿って任意の方向に曲がる構造となっている。先端部本体
には照明部，観察部等が設けられると共に、鉗子等の処置具を導出させる処置具導出部が
開口しており、アングル部は、先端部本体を任意の方向に向けるために、本体操作部側か
らの遠隔操作により湾曲可能となっている。
【０００３】
以上のように、先端部本体には少なくとも照明部と観察部とが設けられるが、照明部には
光学繊維束からなるライトガイドの出射端が臨んでおり、このライトガイドは挿入部から
本体操作部を経てユニバーサルコード内にまで延在される。一方、観察部には対物光学系
が装着され、この対物光学系における結像位置には、電子内視鏡の場合には固体撮像素子
が配置され、光学式内視鏡の場合には光学繊維束からなるイメージガイドの入射端を臨ま
せるように配置される。そして、固体撮像素子に接続した信号ケーブルまたはイメージガ
イドも、ライトガイドと同様、挿入部内に挿通される。なお、以下では電子内視鏡として
構成したものとして説明するが、固体撮像素子と信号ケーブルに代えてイメージガイドを
設ければ光学式内視鏡とすることができる。さらに、これらに加えて、先端部本体には処
置具導出部が開口しており、この処置具導出部には可撓性のあるチューブからなる処置具
挿通チャンネルが接続され、先端部本体に観察部に向けて設けた洗浄ノズルに接続した送
気送水チューブが挿通される。
【０００４】
従って、電子内視鏡として構成した場合には、対物光学系と固体撮像素子とはユニット化
されて、観察ユニットとして先端部本体に形成した観察ユニット装着部に取り付けるよう
にする。ここで、対物光学系としては、複数のレンズからなる対物レンズ群を有し、また
この対物レンズ群と固体撮像素子との間には、フィルタやプリズム等を配置する場合もあ
る。いずれにしろ、対物光学系における対物レンズ群を構成する各レンズと固体撮像素子
とは、光軸方向に正確に位置決めした状態に配置されなければならない。これらの位置決
めが正確に行われない場合には、焦点が合わなくなる等、固体撮像素子により撮影した時
において、画像の画質が低下することになる。対物レンズ群を構成する各レンズはそれぞ
れ所定の設計値となるようにして形成されて、それらを光軸方向に所定の空気間隙を設け
たり、接合したりするようにして配置されるが、レンズの製造精度等の問題から、実際に
光学系として組み込んだ時には、対物レンズ群のうちのいずれかを光軸方向に変位させて
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、ピント調整を行わなければならない。
【０００５】
以上のことから、対物レンズ群を構成するいずれか１枚または複数枚のレンズを先端部本
体における観察ユニット装着部に固定的に取り付け、他のレンズ及び固体撮像素子を光軸
方向に位置調整させることによって、最も鮮明な画像を取得できる位置、つまり焦点が正
確に合った位置に変位させるようにする。このために、観察ユニット装着部に固定的に保
持されるレンズと、それ以外のレンズとを別々のレンズ枠に装着する。固体撮像素子は位
置調整される側のレンズ枠に固定される。そこで、以下においては、基準位置として観察
ユニット装着部に固定的に保持されるレンズ枠を基準レンズ枠、この基準レンズ枠に装着
したレンズに対して光軸方向に位置調整されるレンズ枠を調整側レンズ枠という。従って
、この調整側レンズ枠は、観察ユニット装着部に装着した状態で光軸方向の位置調整を行
い、ピント調整がなされた後に、ねじ止め乃至接着剤等を用いて最終的には観察ユニット
装着部に固定されることになる。
【０００６】
なお、近年においては、内視鏡検査の目的等等に応じて観察対象部に対する焦点深度や、
結像倍率、さらに視野角等を変化させるように構成したものも知られている。このために
、対物光学系を構成する複数のレンズのうちの一部のレンズを光軸方向に移動可能な可動
レンズとなし、この可動レンズを移動させることにより、焦点深度、結像倍率、視野角等
を調整できるように構成したものは従来から知られている。この場合には、基準レンズ枠
に装着されるレンズは固定レンズとなし、調整側レンズ枠に装着されるレンズを可動レン
ズとして、適宜の駆動手段によりこの可動レンズを光軸方向に移動させるようにする。そ
して、レンズ位置の調整を行うには、可動レンズを所定の位置（例えば無限遠側の位置）
に配置した状態で、調整側レンズ枠を光軸方向に移動させるようにする。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、内視鏡における挿入部の先端部分は硬質部である。この挿入部の挿入操作の操
作性を良好となし、かつ患者の苦痛軽減を図るために、挿入部の先端部分における硬質部
の軸線方向の長さはできるだけ短くする方が望ましい。ただし、この硬質部内には挿入部
の内蔵物のうち曲げ不能な部材（以下、硬質内蔵部材という）を収納するためのスペース
となっている。従って、硬質内蔵部材の基端部の位置が挿入部における先端の硬質部分の
全長を決定する。そして、観察ユニットは対物光学系，固体撮像素子等を一体化したもの
であって、その全体が硬質内蔵部材である。従って、挿入部における先端の硬質部の長さ
は、通常、この観察ユニットの軸線方向の長さに依存する。
【０００８】
本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、挿入部の先
端の硬質部長を短縮できるように観察ユニットを装着できるようにすることにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　前述した目的を達成するために、挿入部の先端部本体を本体ブロックと、この本体ブロ
ックの先端面を覆う絶縁キャップとから構成し、この先端部本体には、その軸線方向に向
けて貫通する観察ユニット装着部を設け、この観察ユニット装着部に観察ユニットを構成
する対物光学系を設けた内視鏡の観察ユニット装着機構であって、前記本体ブロックには
、その先端面から前記観察ユニット装着部の周囲に前記絶縁キャップの厚み寸法以下の円
環状突条部を突出させて設け、前記絶縁キャップには、前記円環状突条部の端面を覆う段
差部を有する挿通孔を形成し、前記対物光学系は、基準レンズ枠に装着した最被写体側に
位置する基準レンズ群と、調整側レンズ枠に装着した前記基準レンズ以外のレンズ群とか
ら構成され、前記基準レンズ枠は、観察ユニット装着部の先端側の内周面を小さくするこ
とにより形成された保持壁に固定的に保持させ、前記調整側レンズ枠は、前記観察ユニッ
ト装着部に配置されて、前記基準レンズ枠の基端側に前後方向に移動可能に嵌合させて、
前記調整側レンズ枠のレンズ群を前記基準レンズ群に対して近接・離間する方向に移動し
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て、最小光路長から最大光路長までの範囲でピント調整可能な構成となし、前記最小光路
長となる位置は前記調整側レンズ枠の先端が前記観察ユニット装着部の前記保持壁への移
行部からなる段差と当接する位置とする構成としたことをその特徴とするものである。
【００１０】
　要するに、観察ユニットを絶縁キャップ内にまで進入させることにより、その基端部を
前方に変位させるように構成したものである。ここで、対物光学系の構成としては、レン
ズ群を独立した２つのレンズ枠に装着して、最被写体側に位置するレンズ群を装着したレ
ンズ枠を保持壁に固定的に保持させる基準レンズ枠となし、また他のレンズ群は調整側レ
ンズ枠に設けて、この調整側レンズ枠は観察ユニット装着部に配置される。そして、調整
側レンズ枠を基準レンズ枠の基端側に前後方向に移動可能に嵌合させて、調整側レンズ枠
に設けたレンズ群を基準レンズ枠に設けた基準レンズ群に対して近接・離間する方向に位
置調整可能とする。この位置調整は例えばピント調整のために行われる。この場合、最小
光路長から最大光路長までの範囲でピント調整可能な構成とするが、最小光路長は調整側
レンズ枠の先端が段差部と当接する位置とする。ここで、調整側レンズ枠には、レンズを
固定的に設けたものもあるが、さらにこの調整側レンズ枠に可動レンズ枠を光軸方向に移
動可能に設けて、この可動レンズ枠を移動させることにより、内視鏡検査の目的等に応じ
て観察対象部に対する焦点深度や、結像倍率、さらに視野角等を変化させることができる
。
【００１１】
【発明の実施の形態】
そこで、以下に図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。なお、本発明はこ
の実施の形態に限定されないことは言うまでもない。
【００１２】
まず、図１に内視鏡の全体の概略構成を示す。同図から明らかなように、内視鏡１は、本
体操作部２に体腔内等への挿入部３を連設し、かつこの本体操作部２からユニバーサルコ
ード４を引き出すことにより大略構成されるものである。本体操作部２に連設した挿入部
３は、その機能及び構造上、先端側から順に、先端部本体３ａ，アングル部３ｂ及び軟性
部３ｃとに分かれている。
【００１３】
先端部本体３ａは、硬質の部材からなり、その先端面には、図２に示したように、照明部
１０，観察部１１，処置具導出部１２，洗浄ノズル１３が設けられている。ここで、照明
部１０としては、図示したように、観察部１１の左右に複数箇所設けるのが一般的である
。アングル部３ｂは、先端部本体３ａを所望の方向に向けるべく、本体操作部２に設けた
アングルノブ５により上下，左右の各方向に湾曲操作できるようになっている。さらに、
軟性部３ｃは挿入部３の大半の長さを占めるもので、この軟性部３ｃは曲げ方向に可撓性
があり、かつ耐潰性を有する構造となっている。従って、軟性部３ｃは挿入経路に沿って
任意の方向に曲がることになる。
【００１４】
図３に挿入部３の先端側の部分の断面を示す。この図から明らかなように、先端部本体３
ａは、例えば金属製の本体ブロック２０を有し、この本体ブロック２０には所要箇所に軸
線方向に貫通する透孔が形成されている。そして、この本体ブロック２０の先端面には絶
縁キャップ２１が装着されて、止めねじ２２により本体ブロック２０に固定されている。
アングル部３ｂは、多数のアングルリング２３を枢着ピン２４により順次枢着した節輪構
造となっており、アングルリング２３からなる節輪構造体の外周にはカバー部材２５が設
けられる。ここで、カバー部材２５は、通常、内側の金属ネットと、外側のＥＰＤＭ等の
弾性材からなる外皮層とで構成される。アングルリング２３のうちの最先端のリング、つ
まり先端リング２３ａは、先端部本体３ａを構成する本体ブロック２０に嵌合固定されて
いる。また、アングルリング２３のうちの最基端側に位置する基端リング２３ｂは、アン
グル部３ｂと軟性部３ｃとを連結するための連結リング２６にハンダ付けや溶接等の手段
により嵌合固定される。軟性部３ｃの構成としては、例えば金属螺旋管の外周に金属ネッ
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トを設け、さらにこの金属ネットの外周に外皮層を形成する構成とすることができる。た
だし、これらの具体的な構成は周知のものであるから、その図示及び詳細な説明は省略す
る。
【００１５】
照明部１０は、図４に示したように、本体ブロック２０に設けた一つ（乃至複数）の透孔
からなる照明部取付孔１０ａに装着した照明用レンズ３０とライトガイド３１とから構成
され、ライトガイド３１の端面から出射される照明光を照明レンズ３０により発散させる
ことによって、広い範囲を照明できるようになっている。ライトガイド３１は極細の光学
繊維を多数束ねたものからなり、照明部取付孔１０ａ内に挿入される部位は口金３２内に
挿入されているが、この口金３２から出てアングル部３ｂより基端側に向けてはフレキシ
ブルなチューブ等を用いて緩く結束されて自在に曲がる状態として、挿入部３から本体操
作部２を経てユニバーサルコード４内に延在される。
【００１６】
観察部１１は観察ユニット３３から構成され、図５及び図６に示したように、本体ブロッ
ク２０に挿入部３の軸線方向に貫通するように開口させて設けた観察ユニット装着部２０
ａに支持させて設けた観察ユニット３３を有するものである。観察ユニット３３は、内部
に対物光学系３４と、この対物光学系３４の光路を９０°曲折するためのプリズム３５及
び対物光学系３４の結像位置に配置した撮像手段３６とを備えている。対物光学系３４は
、１枚乃至数枚のレンズからなる固定レンズ群３７と、光軸方向に移動可能なそれぞれ１
枚乃至複数枚のレンズからなる可動レンズ群３８ａ，３８ｂとから構成される。撮像手段
３６は対物光学系３４の結像位置に配置した固体撮像素子とその基板とから構成され、基
板には多数の配線が接続されており、これら各配線はフレキシブルなチューブやテープ等
を用いて束ねられて、信号ケーブル３９として挿入部３から本体操作部２を経てユニバー
サルコード４内に延在されている。そして、信号ケーブル３９は全体が曲げ自在な構造と
なっている。
【００１７】
対物光学系３４を構成する固定レンズ群３７は基準レンズ枠４０に装着され、また２組の
可動レンズ群３８ａ，３８ｂは、それぞれ独立の可動レンズ枠４１Ｆ，４１Ｌに装着され
ており、これら可動レンズ枠４１Ｆ，４１Ｌは調整側レンズ枠として機能する観察ユニッ
ト支持部材４１のレンズ支持部４１ａに光軸方向に移動可能に装着され、また固定レンズ
群３７を装着した基準レンズ枠４０も観察ユニット支持部材４１内に嵌合されている。こ
のように、基準レンズ枠４０及び可動レンズ枠４１Ｆ，４１Ｌは観察ユニット支持部材４
１に支持させることによって、対物光学系３４全体の光軸を一致させるようにしている。
ただし、基準レンズ枠４０が観察ユニット支持部材４１のレンズ支持部４１ａ内に一部分
のみが収容されており、先端側は本体ブロック２０に固定的に支持されるようになってい
るが、この点については後述する。
【００１８】
可動レンズ枠４１Ｆ，４１Ｌにはアーム４２ａ，４２ｂが連設されており、これらのアー
ム４２ａ，４２ｂの先端部にはリング部材４３ａ，４３ｂが形成されている。対物光学系
３４の光軸と平行であって、この対物光学系３４から離れた位置にカム軸４４が設けられ
、このカム軸４４の周胴部には２箇所において、円周方向に向けてカム溝４５ａ，４５ｂ
が形成されている。また、リング部材４３ａ，４３ｂには、それぞれカム溝４５ａ，４５
ｂに係合するカムピン４６ａ，４６ｂが連結して設けられている。カム軸４４を正逆方向
に回動させると、カムピン４６ａ，４６ｂがこれら各カム溝４５ａ，４５ｂに沿って摺動
乃至転動するから、リング部材４３ａ，４３ｂ及びアーム４２ａ，４２ｂを介して連設さ
れている可動レンズ枠４１Ｆ，４１Ｌに装着した可動レンズ群３８ａ，３８ｂがその光軸
方向に変位する。このカム軸４４を駆動するために電動モータ４７が設けられるが、この
電動モータ４７は観察ユニット支持部材４１のモータ支持部４１ｂに固定的に装着されて
いる。
【００１９】



(6) JP 4042284 B2 2008.2.6

10

20

30

40

50

以上の構成において、図５に先端硬質部長Ｌとして示したように、挿入部３における先端
の硬質部分は、先端部本体３ａの先端面から、金属製の本体ブロック２０を含む先端部本
体３ａ全体と、アングル部３ｂにおいて、本体ブロック２０に嵌合されている先端リング
２３ａの基端部まで、具体的にはこの先端リング２３ａと次のアングルリング２３とを枢
着した枢着ピン２４までの部分である。従って、挿入部３における先端硬質部長Ｌの寸法
は、先端リング２３ａの本体ブロック２０から基端側への突出長さを調整することにより
短縮乃至延長することはできる。ここで、先端硬質部長Ｌはその内部に配置した硬質内蔵
部材の軸線方向の長さ寸法に依存する。
【００２０】
硬質内蔵部材のうちの最長のものは観察ユニット３３である。観察ユニット３３は、対物
光学系３４，プリズム３５及び撮像手段３６等から構成され、これらは全て硬質内蔵部材
である。しかも、可動レンズ群３８ａ，３８ｂを駆動するために、観察ユニット支持部材
４１のモータ支持部４１ｂに電動モータ４７が固定的に設けられ、このモータ支持部４１
ｂから基端側に張り出している。従って、これらも観察ユニット３３を構成するものであ
り、かつ電動モータ４７も硬質内蔵部材である。つまり、硬質内蔵部材としての観察ユニ
ット３３は、挿入部３に組み込んだ状態では、固定レンズ群３６を設けた基準レンズ枠４
０の先端部から電動モータ４７の基端部までの長さを有するものであり、先端硬質部長Ｌ
は、少なくともこの電動モータ４７の基端部と同じにしなければならない。
【００２１】
しかも、挿入部３に観察ユニット３３を組み込んだ状態で、電動モータ４７の基端位置と
先端硬質部長Ｌの端部位置とが正確に一致させることはできない。つまり、基準レンズ枠
４０を観察ユニット装着部２０ａに装着した状態で、ピント調整を行うために、調整側レ
ンズ枠として機能する観察ユニット支持部材４１を光軸方向に移動させるが、この調整を
可能とするために、観察ユニット支持部材４１が最も基準レンズ枠４０から離間した位置
を考慮に入れる必要がある。つまり、対物光学系３４において、実際にピント調整を行う
際に、両端のレンズが最も離間した時の間隔を基準、ピント調整時に必要な最大余長を加
味しなければならない。
【００２２】
ところで、基準レンズ枠４０は安定的に固定しなければならないことから、金属製からな
る本体ブロック２０に固定されるが、挿入部３内には信号ケーブル３９が挿通されており
、また高周波処置具等が処置具挿通チャンネルに挿通される等のことから、患者保護等の
観点から、挿入部３の先端に金属が露出しないようにする必要がある。このために、先端
部本体１０には絶縁キャップ２１が連結されており、この絶縁キャップ２１により本体ブ
ロック２０が外部に露出しないように覆われている。
【００２３】
絶縁キャップ２１は本体ブロック２０を覆うことにより電気的に絶縁するためのものであ
るから、その本来の機能としては、実質的に厚み寸法は必要とはしない。しかしながら、
絶縁キャップ２１は本体ブロック２０に接着等の手段で連結状態に固定するが、さらに接
着剤の剥離等による絶縁キャップ２１の脱落を防止を図るために、止めねじ２２により本
体ブロック２０に固定される。具体的には、図７に示したように、絶縁キャップ２１に止
めねじ２２を挿通させる段付きの貫通孔２１ａを設け、この貫通孔２１ａに止めねじ２２
を挿通させて、本体ブロック２０に形成したねじ孔２０ｂに螺挿させる。しかも、止めね
じ２２も金属であるから、この止めねじ２２も外部に露出しないようにする。このために
、止めねじ２２は絶縁キャップ２１の所定深さまで入り込ませた上で、シール材５０を充
填して、止めねじ２２の頭部を覆うようにする。従って、絶縁キャップ２１には、止めね
じ２２が外部に露出しないようにして、なおかつ止めねじ２２による固定を行える厚みが
必要となる。
【００２４】
以上の点から、絶縁キャップ２１は止めねじ２２を止着する部分は所要の厚みを必要とす
るが、それ以外の部位、例えば観察ユニット３３が装着される位置では、このような厚み
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は必要とはしない。つまり、観察ユニット３３を絶縁キャップ２１の内部に張り出させて
も、格別支障を来すものではない。このために、絶縁キャップ２１に形成される観察ユニ
ット３３が臨む挿通孔５１を段付き形状とし、内面側、つまり本体ブロック２０への接合
側を大径開口部５１ａとし、外面側が小径開口部５１ｂとし、大径開口部５１ａと小径開
口部５１ｂとの間に段差壁５１ｃを形成する。また、小径開口部５１ｂにおける厚み寸法
は、電気的な絶縁と、強度保持を行うのに必要最小限の厚みとする。
【００２５】
一方、本体ブロック２０側においては、その先端面から観察ユニット装着部２０ａの周囲
に円環状突条５２を突出させて設け、この円環状突条５２を絶縁キャップ２１における挿
通孔５１の大径開口部５１ａ内に延在させ、その先端を小径開口部５１ｂとの段差部５１
ｃに突き当てるようにする。そして、円環状突条５２の内面を内向きに張り出させて、そ
の内周面は基準レンズ枠４０を固定的に保持する保持壁５２ａとなす。ここで、保持壁５
２ａの軸線方向の長さは、基準レンズ枠４０を安定的に保持するのに必要な長さとするが
、その範囲内でできるだけ短くする。保持壁５２ａの内径は観察ユニット装着部２０ａの
内径より小さくなっており、従って観察ユニット装着部２０ａへの移行部には段差５２ｂ
が形成される。そして、観察ユニット装着部２０ａの内径は観察ユニット支持部材４１の
レンズ支持部４１ａが挿通される。なお、基準レンズ枠４０の先端面もシール材で覆うこ
とにより、外部に露出しない構成とする。
【００２６】
従って、基準レンズ枠４０を円環状突条５２に設けた保持壁５２ａに固定した状態で、観
察ユニット支持部材４１全体を前後に移動させることによって、ピント調整を行うことが
できる。ここで、ピント調整を行う際に、観察ユニット支持部材４１におけるレンズ支持
部４１ａの先端が段差５２ｂに当接する位置が対物光学系３４の光路長が最も短くなった
状態であり、ピント調整時における最小光路長と最大光路長とを確保しなければならない
。対物光学系３４における最大光路長状態にした時の電動モータ４７の基端位置が硬質内
蔵部材の基端位置であり、この位置を先端硬質部長Ｌとして設定する。つまり、先端リン
グ２３ａと次のアングルリング２３との間の枢着部をその位置に設定する。
【００２７】
而して、止めねじ２２で本体ブロック２０に固定するのに必要な厚みを持たせた絶縁キャ
ップ２１内に本体ブロック２０における観察ユニット装着部２０ａの延長部を構成する円
環状突条５２を張り出させ、この円環状突条５２の先端から所定の長さを有する保持壁５
２ａを設けて、この保持壁５２ａに基準レンズ枠４０を延在させて、それを固定している
ので、基準レンズ枠４０の絶縁キャップ２１内への進入長さ分だけ観察ユニット３３全体
を先端側に移行させることができるようになる。従って、その分だけ硬質内蔵部材が前方
に配置できることから、挿入部３における先端硬質部長Ｌを短縮でき、具体的には先端リ
ング２３ａと次のアングルリング２３との枢着位置を前方に配置できる。その結果、挿入
部３の体腔内への挿入操作性が良好になり、かつ患者の苦痛軽減が図られる。
【００２８】
なお、前述した実施の形態においては、対物光学系を構成する一部のレンズを可動レンズ
として、この可動レンズを電動モータにより直動する構成としたが、フレキシブルシャフ
ト等により遠隔操作で可動レンズを駆動するようにしても良く、また対物光学系を構成す
る各レンズを固定レンズとして構成することもできる。そして、これらの場合において、
観察ユニットにおける硬質内蔵部材は、撮像手段の位置までとなる。従って、アングル部
を構成する先端リングと次のアングルリングとの枢着部の位置を、撮像手段の装着部の位
置とほぼ一致させるように、先端リングの長さ寸法を設定すれば良い。
【００２９】
【発明の効果】
　本発明は、挿入部の先端硬質部を長くすることなく、観察ユニットを基準レンズと基準
レンズ以外のレンズ群とから構成して、これら２群のレンズ群を近接・離間する方向に位
置調整可能とすることができる等の効果を奏する。
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【図面の簡単な説明】
【図１】 　本発明の実施の一形態を示す内視鏡の概略構成図である。
【図２】 　図１の内視鏡の挿入部の先端面を示す外観図である。
【図３】 　挿入部の先端近傍の縦断面図である。
【図４】 　照明部の要部構成説明図である。
【図５】 　図２のＡ－Ａ断面図である。
【図６】 　観察部と、その可動レンズとの駆動機構を示す構成説明図である。
【図７】 　図２のＢ－Ｂ位置での拡大断面図である。
【符号の説明】
１　内視鏡　　　　　　　　　　２　本体操作部
３　挿入部　　　　　　　　　　３ａ　先端部本体
３ｂ　アングル部　　　　　　　３ｃ　軟性部
１０　照明部　　　　　　　　　１１　観察部
１２　処置具導出部　　　　　　２０　本体ブロック
２１　絶縁キャップ　　　２２　止めねじ
３３　観察ユニット　　　　　３４　対物光学系
３５　プリズム　　　　　　　　３６　撮像手段
３７　固定レンズ群　　　　　　３８ａ，３８ｂ　可動レンズ群
４０　基準レンズ枠　　　４１　観察ユニット支持部材
４１ａ　レンズ支持部　　　４１ｂ　モータ支持部
４１Ｆ，４１Ｌ　可動レンズ枠　　　４４　カム軸
４７　電動モータ　　　５０　シール材
５１　挿通孔　　　５１ａ　大径開口部
５１ｂ　小径開口部　　　５２　円環状突条
５２ａ　保持壁　　　５２ｂ　段差
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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